








その他のタイトル Characteristics of the Forms and Unifications
Functions of Opening and Closing Sentences in
Relation to the Discourse Structure : Based on













28 文章における統括と文の出現位置   












ける統一性と完結性とを根拠づけようとする文法論的観点である。（永野   
1986：315）   































の語法的な意味用法が最終的な研究目標とはならず，文章構造上の機能の解明   
史串構造における冒頭又と末尾丈の統括機能と形態上の特徴  
一頭括型と履括型の要約文の分析を通して仰   
が最終日標である。  
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形で論を進める。   
木 f寺 側三 イ  






















内容だが，末尾文に冒頭文にはない「以上の点から」という接続表現がある。   





らにめでたくできる。⑥これは私がずっと日本で育っている（さらに入学式＝   
文串構造における首頭文と末尾史の統括機能と形態＿1二の特徴  
仙頭措型と尾措型の婁約文の分析を適して叩  37   
桜ということが可能な地域で）からかもしれないが桜のない入学式は考えられ  
ない。  



























解明のためには，異なる言語形式がなぜ同じ文章構造上の機能を有するのかが   




3．頭括型の要約文の冒頭文と尾括型の要約文の末尾文の比較   





















「叙述表現」提題表現と呼応して文を構成するもの。述語は叙述表現の中心的   
文章構造における冒頭文と末尾文の統括機能と形態．I二の特徴  
一頭括型と尾括型の要約文の分析を通して－  39   
な役割を果たす。述語の持つ表現形式。 文一ヰ掟題表現＋叙述表現  
例：文一→Ⅹハ十Yスル（動詞型述語）  
文一ヰⅩハ＋Yイ （形容詞型述語）  







3．3 結果と考察  
3．3．1文章構造における形態上の特徴   
以下，頭括塑の要約文と尾括型の要約文の例を挙げる。なお，斜字は頭括塑  
の冒頭文と尾括型の末尾文，三重は形態上の特徴を表す。文番号の見方は，以  
下のとおりである。   
例100901：10 頭括型の文章番号，09 文章番号＝被験者番号，01文番号  












110903Lたがって，点いデザイナーとば一腰■の磨を腰Lて顧客と感傑のヰヤツ   






























ナーはわずかである。   
文章構造における冒頭文と末尾文の統括機能と形態上の特徴  














おける形態  頭括型の要約文の冒頭文   尾括型の宴約文の末尾文   
上の特徴  
掟題表現   とは 17  とは   12  
というのは1  
は  6  は  7  
が  5   が  11  
こそ  2   
接続表現  つまり  6  
すなわち  2  
したがって  4  
だから  2  
そして  2  
しかし 1   
指示表規  それ  2   それ  2  
これ  1   それら 1  
そんなN  2  
そのようなN l  
そのN  2  
そのためのN l  
そうするためにも 1  
そういったN l  
そういったことを考えると1  
こうしたN l  
木 戸 光 子  42  
こうしたことから 1  
このN   l  
ここで言われている 1   
叙述衷硯  のである  1   のである・のだ  8  
と思う  2   と思う  2  
だろう  1   
＊評価表硯  よい  26   よい  20  
理想的N  l   理想的  1  
素晴らしい  1   素晴らしい  2  
もっともだ  1   筋がとおっている  1  
ふさわしい  1  
以上，表1から次のことがわかる。  


















うが文章構造における統括機能を有する言語形式が使用されるのは，終了を示   
文革構造における目頭文と末尾文の統括機能と形態上の特徴  
一頭括型と尾括型の要約文の分析を適して仙  43  























オが望む些昼型デザイナー旦，顧客との感性の   尾）111509したがって，サンリ  
キャッチボールができ，顧客が自分の感情を移入できる余地を残せるデザ  
イナーである。   
頭）102101サンリオにとっての，呈吏デザイナー主旦，一枚の絵を通して，顧   
客と感性のキャッチボールができ，顧客が自分の感情を移入できる余地を   
残すここができる，気持ちを描けるデザイナーである。   
44  木 戸 光 子  
尾）1121042旦旦，サンリオにとっての旦ヒデザイナー皇墜，一一枚の絵を通し   
て，顧客と感性のキャッチボールができ，顧客が自分の感情を移入できる   
余地を残すことのできる，気持ちを描けるデザイナーのことである。   
3）尾）に指示表現があるく接続表現的）  
頭）102301サンリオにおける旦ヒデザイナーの条件とは，〆山枚の絵を通して顧   
客と感性のキャッチボールができ，また見る人が感情移入できる絵を描け  
ることである。  


















例9 尾括型の末尾文に統括横能を有する言語形式がある場合（提題表現）  
6）頭）と尾）で操題表現が異なる一頭括型の冒頭文の主部＋述部が，尾  
括型の末尾文で逆になっている   
文章構造における冒頭文と末尾文の統括機能と形態上の特徴  
叩頭括型と尾括型の要約文の分析を適して－  
6－1）頭）「とは」…尾）「が」   頭）「XとはY」⇔尾）「YがX」  
45  
一枚の絵を通して顧客と感性のキャッチ  頭）102801よいデザイナー  
ボールができるデザイナーである。  
尾）112807一枚の絵を通して顧客と感性のキャッチボールができることが見   
出デザイナーの条件である0   
頭）101001旦吏デザイナーの条件恕は，一枚の絵を通して顧客と感性のキャ  
ッチボールが出来るデザイナーである。  
尾）111006三旦旦，一枚の絵を通して顧客と感性のキャッチボールができるの   









顧客がその絵を見て感情移入ができ，   頭）102001呈上デザイナーの条件  
そのキャラクダーの概念にとらわれず見る人 それぞれがいろいろな見方  
のできる絵をかける人である。  
尾）112001デザイナーが完璧をめざして絵の中に何でも入れてしまおうとする  
と逆にデザイナーと顧客との感性のキャッチボールができなくなってしま   





ラクターを措くことのできるデザイナーである。   













尾）110403そのためのデザインをするデザイナー  は絵を通して客と感情のキ  
ヤツナボールができるような人ではならない。  
110404それがよいデザイナーの条件である。   
6－4）頭）「が」一席）「は」  
頭）100501キャラクターの気持ちを描くことができ，1枚の絵を通して顧客と   












らはわかる。   
文章構造における冒碑文と末尾文の統括機能と形態上の特徴  
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